
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・感謝の心を育てる心の教育・ボランティア教育 
・たくましい脳を育てる右脳教育 
・常勤外国人教師による日々の英語教育 

 

 

1176-1 
 

 槇  

今
月
の
し
つ
け 

よ
ば
れ
た
ら 

返
事
は
す
ぐ
に 

元
気
よ
く 

 
１０日間パリ研修に行き、パリコレクション２０１８
という展示会場で自分のデザインした服を出品
しました。将来は世界に衝撃をあたえるようなデ
ザイナーになりたいです。そしたら、ハルナ幼稚
園の子ども達に卒業生にすごい人がいるぞと自
慢して下さい。 

上田安子服飾専門学校 Ｋくん 
 

学業とアルバイトで忙しい毎日を送っています。 
神戸学院大学  Ｄくん 

 
野球を小・中・高・大学とずっと続けています。 

三重大学 Ｍくん 
 

ハルナ幼稚園の封筒が届いた時に本当に嬉し
く、そして懐かしく思いました。幼稚園で学んで
いた頃のたくさんの思い出や楽しい行事など、
今でもたまに思い出し、戻りたいなあと思ったり
します。 

関西外国語大学 Ｒさん 
 

現在大学で物理を学んでいます。また、サッカー
もしています。 

神戸大学 Ｋくん 
 

今は、色々な資格の勉強を頑張っています。 
大阪電気通信大学  Ｎさん 

 
五位堂駅で、ハルナ幼稚園のバスをよく見かけ
るので、いつも懐かしく思ってます。 

畿央大学 Ｋさん 
 

幼稚園時代のありがとうカードや写真がたくさ
ん出てきて懐かしいなと思っていました。 

関西学院大学 Ｍさん 
 

今年でサッカーを続けて１５年になります。ハル
ナで多くの運動を経験でき、そのおかげでスポ
ーツの楽しさを知る事ができました。 

びわこ成蹊スポーツ大学 Ａくん 
 
現在、イギリスに短期留学中です。幼稚園時代、
あまり行動的ではありませんでしたが、少し新し
い事にチャレンジしてみるようになりました。 

 イギリス留学 Ｙくん 
 

元気に生活しています。機会があれば、立ち寄ら
せていただきたいです。 

四天王寺大学 Ｓくん 
 

４月より就職しました。楽しく日々を送っていま
す。 

社会人（マクドナルド） Ｋくん 
 

今年の８月から１２月まではカナダへ留学し、英
語を集中的に学習していました。言語の学習を
通じて自分の知らない世界を知る事ができ、毎
日発見に溢れていて楽しいです。 

関西学院大学 Ｒさん 
 
 
 

ハルナ幼稚園では、毎年成人式を迎えられる卒園児のみなさんに成人のお祝い
のお手紙を送り、記念品と少しばかりのお祝いをお渡しさせて頂いています。今
年も幼稚園６２名の卒園児が成人式を迎えられ沢山の懐かしいお友達からお返
事を頂きました。又、成人式後数名の卒園児が幼稚園へ遊びに来てくれたり、
成人式後に数人で電話してくれたり、懐かしい話にも花が咲きました。 

 
夏は上海へ短期留学へ行って来ました。将来
は、語学を生かして、エアライン関係の仕事
や、旅行会社で働きたいと思っています。 

神戸学院大学 Ａさん 
 
学校の先生を目指して、勉強を頑張っていま
す。 

大阪教育大学 Ａさん 
 
ハルナでの３年間で、英語やそろばんや空手や
体操など多々の経験が今に活きており、感謝
しています。 

上智大学 Ｔくん 
 

卒園式で泣いたのを覚えています。今、スポー
ツはテニスとスキーをやっています。 

京都大学 工学部 Ａくん 
 

幼稚園のときのことはあまり覚えていないので
すが、先生お元気ですか？ 

京都大学 医学部 Ｍくん 
 

早くから漢字や心訓を覚えたり、参観日には
両親と製作したり、運動会やおゆうぎ会では
厳しい練習を乗り越えたりと、思い返せば様々
な事を経験したなと記憶が蘇ってきます。 

滋賀大学 経済学部 Ｙくん 
 

卒園してから１５年が経ち、当時の事が様々思
い出されます。 

京都大学 法学部 Sくん 
 

中国の北京語大学に２年間留学しています。 
将来は世界で通用する人間になります。 

創価大学 Aさん 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒い毎日が続いています。お母さま方にとっては、洗濯した衣類を干したり、お買 
い物をしたりと外に出ないと進まない家事が沢山ありますので極寒の中ご苦労されて
いることと存じます。 

さて、園児達はと言えば、おゆうぎ会で発表するおゆうぎの練習に活気が溢れているところです。最初は、先
生の振りを一つ一つ見ながらであったのが、段々と動きが身についてきて考えないでも手や足、身体が動き楽し
くなってくる頃です。ここからグンと成長曲線の伸びを見せてくれますので楽しみに応援してあげてくださいね。 
 
保護者の皆様、特にお母さま方とお話をしていると、子育ての中で最大の悩みはやはり、ついつい叱ってしまうと
いう事だとお話しされる方が沢山いらっしゃいます。わかります。可愛い我が子を叱りたいと思っているお母さん
はどこにもいないのに、ついつい言うことを聞かないからと叱ってしまう。園長面談やふとしたお話で出来るだけ
解決策をお伝えしているつもりですが、中々要点をまとめ切れていないような気がして、きちんと説明できれば
いいのになと思っていると、ピッタリくるようなタイトルの本を見つけました。 
『子どもが叱り続ける人が知らない５つの原則』著者は東京大学大学院教育学研究科卒 教育デザイン研究所代
表の石田勝紀氏です。 
これは、まとまってそうだ！と思って早速読みました。５つの原則を先に申します。 
第１原則→親と全く同じ価値観の子どもはいない 
第２原則→強制されたことはやらない。やったとしても形だけになる。 
第３原則→どの人間にも最低３つの長所がある 
第４原則→親は成長が（やや）止まっているが、子どもは成長している 
第５原則→まず「諭す」。叱る怒るは非常時のみ 

と書かれてあります。納得。おそらくハルナの保護者様も「それはわかってるんだけど、つい言ってしまう…」と
なるのではないでしょうか。 
第１原則から考えると、同じ価値観だと思ってこうしなさいああしなさいとなるのですが、子どもにも自分なりの
価値観がある、親の価値観を押し付けるのではなく子どもの価値観、想いもくみ取ったうえで価値観のギャップ
を埋める話をする、間接話法を使う、「どうして片付けないの！」ではなしに「幼稚園でお片付けする時ってどう
するの？」一人だけに焦点を当てずに間接的に話していく。 
第２原則には、こんな言葉が書いてありました。「親が勉強しなさい！と怒って１回言えば子どもの偏差値は１下が
ります」勉強をさせる片付けをさせると言う事実を作ることではなく、子どもが前向きに取り組む状況をつくるこ
とに工夫をする。 
第３原則は子どもを叱り続ける人は子どもの欠点ばかりを見てしまいがち。その子の長所を探そうと心がければ
しっかり見えてくる、長所を伸ばすことを最優先にすることが大切。子どもの長所をよく口に出していくことで子
どもも自分の良いところがわかり、自信や自尊感情、自己肯定感が養われ、ゆくゆくは欠点を直せる力がついて
きます。 
第４原則には「他の人と比べる相対的比較は無意味。一人の子で絶対的比較を心がける」とありました、もう○歳
だから出来て当たり前、○○ちゃんは出来ているのにこの子は何でできないの、これは相対的比較です。「以前
に比べると挨拶の声が大きくなってきた」「片付けようと言えばハイと返事は出来る様になった」これが絶対的比
較です。 
第５原則まず「諭す」、これが出来たら苦労はないと言いそうになるかもしれませんが、叱らないでおこう怒らな
いでおこうと思うより、日々使う言葉をポジティブな言葉に変えていくと効果大。 
他にも「子どもの身体の成長には気づくが、精神面の変化に気づかず対応が出来ていない」とありました。子ど
もの精神面の変化に気づくのにはしっかり考える時間が必要だと思います。お母さま方はお勤めの方も専業主婦
の方も何かと忙しい。精神面の成長を見つけるにはお母さんにも休息が必要と思います。一日、一週間、一か月
単位でもいいので、内緒の休息時間をつくって充電してくださいね。 
 
この５つの原則をしっかり自分の心に焼き付けておくことで、親子の関係の次の手段や言葉が変わってくると思
います。深く焼き付けておくことです。どこかの手帳や携帯画面にでも記録しておきましょう。著書の中には事例
がいくつも書いてあるので、これは我が家で起きたこととよく似ているという事があると思います。何かと忙しい
お母さま方の替りに読みましたので、良かったらもっと詳しく本の中身が知りたい人は声をかけてくださいね。 
 
みなさんにこうして言いながらも私も怒ってばかりの時期がありました。 
それではいつまでたっても解決しないことが多少なりともわかりましたが、もう少し早く気づきたかったと思って
います。 
保護者の皆様はそういう事の無いように早めに気づいていただければ嬉しいです。これは叱ってはいけないとい
う事ではありません。叱るはあることだけど、まずは諭すですね。 
 
もうすぐ、おゆうぎ会。開催にあたり本部役員クラス委員様はじめ、多くの保護者様にご協力を頂きますこと

誠に感謝いたしております。ハルナ４２年の歴史を刻むおゆうぎ会を今年も開催できますこと有難く感謝しながら
子どもたちの記憶に残るおゆうぎ会となりますようにしっかり努めてまいります。 
何卒ご支援よろしくお願いいたします。                        園長 奥 裕子 
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＜小学１年生の部＞ 

 

＜小学２年生の部＞ 

 

＜全国大会に出場したお友達＞ 

 

 

  

＜奨励賞＞ 
 

  
 
＜入賞＞ 

 

 

 

 

 
 

 

３学期が始まり、みんなでお正月あそびを行いま
した。お部屋にみんなの楽しい笑い声が響き渡
り、楽しく過ごすことが出来ました。 

 

＜銅賞＞ 

 

 

 

皆さんおめでとうございます。これからも頑張って下さい。 
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おゆうぎ会で藤組は和装のおゆうぎに挑戦する為、練習か
ら浴衣を着用し、頑張っています。歩幅や歩き方、立ち振る
舞いだけでなく、着方やたたみ方など日本特有の伝統も大切
にしています。小学校就学に向け、何事も自分でする習慣も
ついてきて「きれいにたためたよ」「着方は合っているかな？」
とお友達と言葉を掛け合い取り組んでいます。 

あ・い・う・べ体操 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
既に園では数年前より取り入れております「舌の体操あ・い・う・べ体操」で、現在は 

各地でも取り組んでいる小学校が増えてきたようですね。「最近は口呼吸しか出来ない子が 
増えている」との事で、口呼吸だけで呼吸をすると感染症になったり、インフルエンザ、又 
口が渇くと便秘になり易いという事。しかし何故、最近の子ども達や若者に口呼吸をする 
(口を開けている)人が多いのでしょうか。 
 
園でも時折子ども達の中には口を開けて先生の話を聞く姿がみられます。 

その様な時には出来るだけ「お口開いているよ。口を閉じましょう」と言葉を掛けてきました。 
研究をされておられるお医者様いわく「舌の筋力が弱い為に舌をうまく口の中で上顎に沿って納める事が出
来ない為」であるという事。「あ・い・う・べ体操によって舌の筋力が上がり、口の中で舌もうまくおさま
ります」と口の体操を紹介されています。 
【あー・いー・うー】と声を出しながら口を思いっきり【あけて(あ)・横に広げ(い)・強くすぼめ(う)】そし
て、最後に【べー】と舌を出して下顎につきそうな位に思いっきり伸ばす。これを 1 日３０回行う事で舌の
筋力が付き鼻呼吸が出来る、又口を開ける事が少なくなると言うお話でした。 
日課の開始前に、「舌の体操」を行っています。少しずつですが、口を開いて見ているお友達は減ったよう
に思います。 
各ご家庭におかれましても、子ども達の感染予防のために「あ・い・う・べ体操」を行ってみてはいかがで
しょうか。この体操をみんなで毎日実践し、インフルエンザや便秘予防をしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おゆうぎ会片付けの為 休園 

/ 6  

 
 

/ 6 )  
香芝警察署の方に来て頂き、交

通安全教室を行いました。横断歩
道を渡る時は「右見て、左見て、右
見て、後ろ見て」の確認をし、安全
にわたることを教えて頂きました。
年長児はホールに設置された横断
歩道を歩き、小学生の通学のため
の練習も行いました。 

1 2 3  
 

/ ( )  
今年度最後のお誕生日会でした。

先生達からのプレゼントはマリンバ奏
で、皆集中した様子で聴き入ってくれ
ていました。お誕生日会が終わってか
らは来てくれたお母さんにありがとう
の感謝の気持ちもを伝えることがで
きました。 

 
 

/2 ) 
どんぐり学園のみんなと楽しくお話をしたり

ボーリングをして遊びました。皆、大喜びで
「どうぞ」とボールを渡してくれたり、一緒に
転がしたりしてくれていました。帰り際には
「また来るからね！」と次に来ることを楽しみ
にしていました。 

 
/31( )  

始まるまえに少し緊張した
様子でしたが、２９人の園児達
が集中して Listening をし、
まちがいがないか何度も見直
しました。よくがんばりました
ね。 

 
 

/19( )  
「今日はどんぐりに行くよ！」

と大喜びで登園してくれまし
た。みんなでお弁当を食べた
り、おにごっこや落ち葉ひろい
をしました。みんなで食べるお
弁当はおいしかったですね。 

 
 

/19( )  
初めて見る昆虫がたくさんい

て、大興奮の子ども達でした。「あ
れは何ていう虫かな？」と興味
津々な様子で聞いてくれていまし
た。大きなカブトムシを見つけると
「とても大きいね！」とお友達同士
で話していました。 

 
 

/19( )  
ジンベエザメや様々な種類の魚が

たくさん泳いでいる大きな水槽に大
興奮の子ども達でした。アカウミガ
メやチンアナゴなど難しい名前の魚
にも興味津々でプレートを読んで新
しい発見をしました。 

●おゆうぎ会着付け練習日 ▲衣装・小道具お手伝い日 
2/5( )  
2/7( )  
2/8( )  
2/9( )  

/ 7  
 

おゆうぎ会 公民館練習日 
/1 6 14 15 19 22 23  

おゆうぎ会 
/ 5  

一年の集大成となるおゆうぎ会。クラス一丸となり、素敵な
衣裳に身を包み、大きな舞台で堂々とおゆうぎする子ども達
の晴れ姿をどうぞお楽しみに。  

新入園児入園準備説明会 
/  

入園にあたり、ハルナでの生活をご説明させて
いただきます。 

豆まきの集い 
/  

ハルナでは悪い心の鬼を追い払うことをね
らいとして豆まきの集い行っています。節
分についてお話を聞いたり手あそびをして
楽しく過ごしましょう。 

お別れお食事会 
/  

園長先生より最後の思い出を…と計画いただきま
した。給食でもナイフとフォークを使って食べる
事が出来るようになってきました。年長児の小さ
な紳士とレディ達はきっと上手に使い、マナーも
学びとってくれることと思います。 

ポーズ写真撮影日 
/10  

 
/ 0( )  

年長児や卒園後も英語を続けて
勉強している卒園児６人が５級から３
級 のテスト に挑戦しました 。
Reading の質問にも集中して解き、
読み、真剣に取り組んでいました。
Listening のテストもじっくり聴い
て、答えていました。 

おゆうぎ会 
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２９年度第３回目の育伸社の学力テストの結
果を発表致します。ハルナ塾（小学生学童保
育）以外の卒園児の皆さんも受験してくれまし
た。日々の勉強がどのくらい理解出来ている
かを確かめるチャンスです。これからもたくさ
んの力試しの参加を待っています。 

＜１年生＞ 
１位  
２位  
３位  
４位  
５位  
５位  
７位  
８位  
９位  
10位   

＜２年生＞ 
１位  
２位  
２位  
２位  
５位  
６位  
７位  
＜３年生＞ 
１位  

ひみつのカレーライス 
みんなの声：ダンスを踊るところがおもしろい。 

カレーの木や種を見つけてみたい。 

Where the wild things one 
みんなの声：主人公の部屋が夜になると森になって 

探検するところ。いろいろ想像できて 

おもしろい。 

びっくりゆうえんち 
みんなの声：不思議なゆうえんちが楽しそう。 

こんなゆうえんちに行ってみたい。 

おおきなかぶ 
みんなの声：「うんとこしょ どっこいしょ」とみんな 

が力を合わせてかぶをぬこうとして 
くれます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黄Ｂ組 宗保 遵くん 藤Ｂ組 松本叶花さん 

さいごのうんどうか 
い、がんばっている 
げんきなすがたを 
みていただけるの 
がたのしみですね。 

青Ａ組 伊丹菜那子さん 

たいふうでもおと 
うさんはかぞくの 
ためにがんばって 
くれているので、 
かんしゃのきもちを 
つたえましょうね。 

おともだちに「ばい 
ばい」してもらえると 
うれしいですね。 
つぎのひおともだち
にあうのがたのしみ
になりますね。 

 おりがみがとくいな 
しゅうたくん。せいさく 
ちょうでのおりがみ 
は、こまっているおと 
もだちにもおしえて 
くれます。 

おきゅうしょくがだ 
いすきなゆずきくん。 
にがてなおやさいも 
じぶんからたくさん 
たべてくれるように 
なりました。 

年長児のお友達 
 

年中児のお友達 

 おともだちとあ 
えるのはうれしい 
ですね。３がっき 
もみんなでたの 
しいことたくさん 
しましょうね。 

年中児のお友達 
「とうもろこし」 

コマに模様を描きました。 

年少児のお友達 
「ししまいとかどまつ」 

満３歳児のお友達 
「こま」 

年少児のお友達 
「Giraffe」 

折り紙で表現しました。 

年少児のお友達 

 おともだちといっ 
しょにあそぶとうれ 
しいですね。 
つぎはどんなあそ 
びをするのかな？ 

年中児のお友達 
 

 いっしょにおきゅう 
しょくをたべられる 
とたのしいですね。 
たくさんたべて 
げんきなからだを 
つくりましょうね。 

おゆうぎかいに 
むけて、みんなで 
ちからをあわせて 
がっそうがんばり 
ましょうね。 

年中児のお友達 

年少児のお友達 

年長児のお友達 

おしょうがつに 
たくさんのおきゃく 
さんとあいました 
ね。ごあいさつで 
きたかな。 

エ
ア
パ
ッ
キ
ン
を
使
い
ま
し
た
。 

新
聞
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
い
ま
し
た
。 


